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平成１８年３月期中間（非連結）業績予想との差異及び 

通期（非連結）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 18年 3月期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）の業績予想について、平成 17年 5月 12日
付当社「平成 17年 3月期決算短信（非連結）」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしま
す。 

記 
 
１． 平成 18年 3月期（非連結）中間業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 予 想 （ Ａ ） ７，５３０ １，１８０ ７１０ 
今 回 修 正 （ Ｂ ）      ７，３１５ １，４７３ ９２８ 
増減額（Ｂ－Ａ） △２１４ ２９３ ２１８ 
増 減 率  △２．９ ２４．９ ３０．８ 
前期（平成 17年 3月期中間）実績 ７，６０２ １，７３０ １，５７１ 

 
２． 平成 18年 3月期（非連結）通期業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
前 回 予 想 （ Ａ ） １５，４７０ ２，２１０ １，３００ 
今 回 修 正 （ Ｂ ） １４，８８０ ２，７００ １，６８０ 
増減額（Ｂ－Ａ） △５９０ ４９０ ３８０ 
増 減 率  △３．８ ２２．２ ２９．２ 
前期（平成 17年 3月期）実績 １４，９１７ ３，１１３ ２，９０３ 
（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）   ９６円３８銭 
３． 修正理由 

(ア) 当中間期の売上高は予想より製品販売量の減少、ビレット販価の低下等により下回りましたが、原料
スクラップ価格が予想より安価に収まったこと等により、経常利益、中間純利益は前回発表予想を上

回る見込みであります。 
(イ) 下半期の製品販売は堅調に推移するものの、ビレット販売価格の低下が予想され、売上高は年初予想
より減少する見込みであります。一方、原油価格等の高騰が見込まれますが、原料スクラップ価格は

年初予想より低下が見込まれ、損益面では僅かに改善するものと予想しております。 
(ウ) 従いまして、平成 18年 3月期通期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）では、売上高１４，
８８０百万円、経常利益２，７００百万円、当期純利益１，６８０百万円と予想しております。 

以上 
 

＊上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。 


